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ご 挨 拶

大阪芸術大学藝術研究所

所長 松井 桂三

『研究成果報告』第 8号をお届けいたします。

この報告書は、平成 20年度の公募の中より藝術研究所運営委員会

が認めた補助費による研究調査の成果をまとめたものです。

　本学に於ける研究調査活動が、より活性化することを願い、来年度

以降も研究調査補助の活動を継続してまいります。特に綜合芸術大学

の特性を生かした、領域を超えた共同研究調査は、大いに歓迎いたし

ます。

　またこの報告書に対する批評・感想などお気付きになった点は当研

究所宛にご連絡下さい。
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　日向琵琶盲僧 永田法順師*は、昔ながらに琵琶を背に檀家（約970軒）を一軒ずつ訪ね歩い

てご祈願を行い、琵琶の伴奏で「釈文（しゃくもん）」（仏教説話や教えをやさしい口語体で説

く叙事詩）を吟ずる、我が国で唯一（恐らく、最後）の琵琶盲僧である。（* : 宮崎県延岡市・天

台宗長久山浄満寺十五世住職。2001年 2 月「延岡市無形文化財」、及び2002年10月「宮崎県無

形文化財」指定。2006年 10月「宮崎県文化賞」受賞。1935年 9 月生まれ。）　

　このような、いわゆる芸術家や演奏家とは明らかに一線を画する在野の宗教者である琵琶盲

僧の演唱については、これまで申請者らによって、釈文の演唱、及び檀家廻りの音響映像（音

と映像）の収録が大規模に行われており（全集『日向の琵琶盲僧 永田法順』（編者：中山ほか ,

2005年）＝全集中の 6枚組CDと解説書によって「平成17年度文化庁芸術祭大賞（レコード部

門）」を受賞）、この全集によって釈文の全曲収録は一応完了したといえる。

　しかしながら、釈文の具体的な「琵琶の弾法」や「うたい回し」の詳細な記録については不

十分な状態にあるといえ、従って、琵琶盲僧の存在自体が無くなるのではという危機的状況に

あっては、それらの記録・保全、及び永田師自らの指導を受けながらの演唱の伝習は、現在が

最後の機会であると考えられる。

　そこで本研究は、最後の琵琶盲僧といわれる永田法順師の、①釈文演唱の更に詳細なる音響

映像の収録を行うこと、②師から釈文の教習的な伝習を受けること、及び、③後世に復元可能

な形での「琵琶の弾法」の記録を残すこと、を目的とする。

　この目的を達成するため、本年度は次のような研究を行った。

　①と②について： 2008年12月 13, 14日の 2 日間、学外共同研究者のビデオ・カメラマン／

正見 契氏（（株）アド・ポポロ）と共に永田師の檀家廻りに同行させていただいて、檀家廻りで

の所業を収録し、浄満寺本堂にて釈文の伝習を受け、また、 2台のビデオ・カメラを用いて琵

琶の弾法の詳細なる収録を行った（カメラの 1台は左手の「押弦」を、もう 1台は右手の「撥

捌き」の収録を行った）。

　③について： ②の伝習では、その時のみの一過性とならざるを得ないので、後世に復元可能

研究年度・期間：平成20年度
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な形での琵琶の弾法の記録を残すことを目的として、報告書『日向琵琶盲僧 永田法順の琵琶

の弾法』を作成した。本報告書は、DVD 1 枚とその解説書で構成され、DVDでは釈文『琵琶

の釈』の冒頭部分（約 6分間）を釈文演唱の例として、 1 . 左右 2画面による「押弦」と「撥捌

き」の映像、 2 . 全体映像、及び、 3 . 調弦風景の映像、を収録している。また、解説書では、

弾法の解説と共に、歌唱パートと琵琶パートの 5線譜、及び、琵琶パートのタブラ譜（奏法譜）

の 3段にわたる譜面を掲載している。この譜面化によって、琵琶の初心者であっても釈文の演

唱が可能であるものと考えられる。（なお、同報告書は100部作成し、［非売品］として全国の

研究者に配布の予定である。）

　このように、盲目であるが故に文字を持たず、従って、盲僧自体による所業の記録が殆ど存

在しない現状にあっては、同報告書の持つ学術的・文化的意義は大きいものと期待できる。

（以下に同報告書の全文を掲載する。）

日向琵琶盲僧 永田法順の琵琶の弾法

1.はじめに─盲僧琵琶の伝承のために

　宮崎県延岡市の天台宗浄満寺の住職 永田法順師は、盲僧の伝統を今日に伝える貴重な存在で

ある。これまで、全集『日向の琵琶盲僧 永田法順』（琵琶盲僧・永田法順を記録する会発行，

2005）によってその活動はDVDで記録され、またその伝承する釈文（しゃくもん）は、琵琶の

伴奏で唱えられる経文も含めて、丁寧な記録録音がCDで作られている。

　しかしながら、伝承という観点からこれらの記録をみると、必ずしも充分とは言い切れない

うらみがある。単に映像や音を記録しただけでは、次の世代に音楽を伝承することは難しいか

らである。望ましい伝承の形は、次に伝承を担う人が、直接、永田師から琵琶の奏法と歌唱法

を習得することだが、生活環境の大きな変化のためにその人材の確保も難しい。

　そこで次善の策として本報告書では、楽譜を作成して、DVDに添え、演奏法がよりいっそう

分かる形で残すことを試みることにする。（おことわり：永田法順師の呼称は、以下の文中に

於いては永田とする。）

2.楽譜の作成について

2-1 採譜の手段─五線譜と琵琶奏法譜の併用

　西洋音楽の記譜法である五線譜は音の長さと高さを示すことに優れている。しかし、五線譜

は、琵琶の奏法を示すことができない。琵琶の奏法を示すのには、明治以来、記譜法の工夫が

重ねられてきた近代琵琶のタブラチュア譜が便利である。同じ琵琶の楽譜でも、重音奏法が中

心で、あまり旋律的な動きをしない雅楽琵琶の記譜法は、永田の弾法を記すのには不都合であ

る。そこで琵琶奏者である矢崎弘二氏の協力を得て、筑前琵琶の奏法譜をもとに、盲僧琵琶の
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記譜法を考案して五線譜に併記することにした。この奏法譜は、奏法を示すことには優れてい

るが、音高と音価の記述は得意ではない。そこで、五線譜と琵琶の奏法譜を併記することで、

そのどちらも示せるように工夫した。

2-2 五線譜作成の手順と方針─規範譜の作成

　採譜に際しては、忠実な記述譜を作ることよりも、伝承の手助けとなる規範譜を作ることを

念頭に置いた。そのために以下のような手順で作業を進めた。

　まず、永田に伝承用の演奏として釈文『琵琶の釈』の冒頭部分を演奏していただき、これを

ソルフェージュ能力のある学生（前田菜々子：武蔵野音楽大学在学）が聴いて五線譜に採譜し

た。その上で、山鹿良之（熊本の盲僧。故人）の伝承の教習用ビデオ作製した経験のある矢崎

弘二氏と、永田の伝承の音楽的研究を行ってきた薦田治子が協議しつつ、次のような操作を行

って五線譜を補綴した。　

①曖昧な音は、従来の永田の録音類や奏法からあるべき音を判断して置き換えた。しかし、

採譜のもととなった録音とできるだけ齟齬を来すことのないように心掛けた。（例えば、

冒頭の重音の部分では、倍音が聴こえたので、当初、本来は弾いていないはずの高いミ

の音を記したが、これを削除した。また、弾き損なって出ない音、たまたま隣の弦に触

れて鳴ってしまったと思われる音も、必要に応じて追加・削除を行った。）

②押し手の加減から、音高が上り切らないものも、従来の演奏例から半音の押し手と判断

して実音よりやや高めに記したものもある。（例えば、第 2 弦、第 2 フレットはソ♯だ

が、押し具合によってはやや低目に聴こえる。）

③琵琶の手のリズムには、はっきりした拍が存在する。拍子構造は必ずしも明確ではない

が、便宜的に 4分の 4拍子で記した。しかし、すべての小節に 4拍分の音符が書き込ま

れているとは限らない。

④旋律型やリズム型の存在が指摘できるところは、符尾の結び方などが、できるだけ同じ

表記になるよう心掛けた。基本的には、低いシが拍の表に来るようにした。

　以上の形で譜を作成したが、いずれは学習者が永田の面前で演奏して、永田に五線譜と奏法

譜の 2種類の楽譜の確認をするべきであると考えている。伝承はあくまでも師匠から弟子への

口頭伝承が基本だからである。

3.永田法順の伝承─釈文の音楽的特徴

　本ＤＶＤに収録された映像に基づいて、釈文の音楽的特徴について以下に記す。法順が檀家

などで実際に演奏する際には、もう少し複雑な旋律の動きも含まれるが、以下では初心者用の

演奏バージョンの特徴ということになる。
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3-1 歌の旋律の特徴

　声のパートの旋律は、すべて音高確定音で歌われる。義太夫節や浪曲のようにコトバや、コ

トバとフシの中間的な様式は用いない。

　その旋律は、ファ♯を中心とするミファ♯ソの 3音旋律が基本で、狭い音域で歌われる。都

節音階といってよいであろう。フレーズ単位で旋律の形をみると、大まかに、 2種の型がある。

冒頭型は、段落の冒頭で歌われる一つないし二つのフレーズで用いられるもので、ミで始まり

同音反復を基本として、ファ♯との間を何回か行き来して、最後にファ♯で終わる（譜例 1の

冒頭型）。基本型はそれ以外で用いられるもので、ソから始まりファ♯ミと同音反復しながら順

次下行して、最後にファ♯に上って終わる（譜例 1の基本型）。この形を段落の終わりまで何回

も繰り返す。終止を示す琵琶の旋律型により段落を取り、場合によっては琵琶の間奏を挟んで、

また次の段落が冒頭型で始まり、基本型の繰り返しで歌われていく。

　冒頭型

　基本型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（作譜： 薦田治子）

譜例１．フレーズ単位で見た場合の2種の骨格旋律

　フレーズの冒頭は、いきなりミやソで始まらず、しばしば低いシの音からシミとかシソとい

うふうに始まる。また、場合によっては、シから直接ミやソへ行かずに、シドの 2音間をしば

らく上下してからミやソに入る場合がある。また、たまにフレーズの真ん中あたりで高いシま

で上行することがある。フレーズ末では、ややメリスマ的・装飾的な声の上下が追加されるこ

ともあるが、これらに用いられるのも基本的にはミファ♯ソの 3音である。またフレーズ末が、

ミのままで終わったり、ソやシに上がって終わることがあるが、これらも基本型の変化したも

のと考えられる。

　フレーズの長さは、永田の息継ぎの都合で随時変化する。時折、コブシが用いられるが、旋

律は同音反復と真っ直ぐの引きが中心で、あまりメリスマ的な動きは用いない。

　詞章の内容に合わせて、写実的な表現をしたり、声に強弱をつけたり、特殊な旋律を用いる

ことはなく、上記の定型に則って淡々と詞章を歌っていく。

3-2 琵琶の旋律の特徴

　調弦は三味線の本調子と同じ、シミシで、Ⅲ、Ⅳ弦を同音に調弦して複弦として用いる。乗
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弦（上駒）上で、各弦に弦の切れ端を巻きつけて、サワリの装置としている。声のパートが都

節音階であるのに対して、琵琶のパートは中間音が半音高い律の音階を用いている。声のパー

トの中間音を永田が意識的に下げて歌うように工夫したという。しかし琵琶には古い律の音階

が残っている。

　琵琶の旋律は、段落音型、地の音型、歌唱音型の三つに大きく分けられる。二分音符ひとつ

と四分音符ふたつからなる段落音型（採譜の第 1、第10小節など）は、段落の開始や終止に用

いられる。他の音型から段落音型に移行するときには、固有の接続用の音型（採譜の第 8～ 9

小節）が使われることが多い。ここで歌が歌われることはない。 1曲の終わりに奏される二分

音符二つの音型もこの段落音型の変形と考えられる。

　第Ⅰ弦と第Ⅱ弦の開放弦を八分音符で往復する地の音型（採譜の第13小節や第18小節など）

は、専ら歌の伴奏に用いられる。これだけ弾いていても、一応、伴奏の役割は果たすが、単純

で変化に乏しい。

　声の旋律を十六分音符の同音反復を用いながらなぞる歌唱音型（採譜21～22、26～27小節

など）は、　　　　というリズムで始まり、時折、低いシの音を交えながら、同音反復を繰り

返しつつ順次進行で旋律が上下行する。基本的には声の旋律の動きをなぞるが、関係なく上下

することもある。また、間奏部分にもこの音型が使われる。この音型のときには、しばしば第

Ⅳ弦だけが用いられる。

　地の音型と歌唱音型は截然と分かれているわけではなく、時

に交じり合って歌詞とのあわせ具合に応じて臨機応変に用いら

れる。

3-3 楽器の拵えについて

　琵琶を演奏するためには、楽器の準備が必要である。通常は

袋から出して、調弦をし、演奏に入る。しかし、弦が切れれば取

り替えることになる。腹板上に取り付けられた覆手に弦の一端

を固定し、もう一端を糸蔵の中の糸巻の孔に通して巻き上げる。

海老尾に近い糸巻から順に第Ⅰ弦、第Ⅲ弦、第Ⅱ弦、第Ⅳ弦を巻

き付ける。琵琶正面から見た場合、左側の糸巻き二つが第Ⅰ弦

と第Ⅱ弦であり、右側の糸巻き二つが第Ⅲ弦と第Ⅳ弦である。乗

弦（上駒）上で、弦に、余った弦の切れ端を結びつけサワリを付

ける。残る 3本の弦も同様に琵琶に張り、それから調弦をする。

DVDの調弦の映像も参照されたい。

4.採譜の凡例

■楽譜について■

覆手に弦を結ぶ

糸巻きに弦を巻く

サワリ装置の弦

撮影：篠原幸男
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1 . 譜は 3 段組とし、最上段に声のパートを、第 2段目に琵琶のパートを五線譜で記し、 3段

目には 4 線の琵琶の奏法譜（タブラチュア譜、タブ譜）を記した。

2 . 五線譜の調号は、琵琶は♯ 3つ、声は♯ 2つで記した。琵琶は律音階、声は都節音階にな

る傾向があるためである。

3 . 永田の演奏に絶対音高は無いが、三味線の五線譜表記の習慣に従って、第Ⅰ弦の開放弦音

をシにする。なお、付属DVDのサンプルの第Ⅰ弦開放弦の実音はラで、楽譜に表記された

音より 1 オクターヴと 1 音低い。

4 . リズムは 2拍子系なので、便宜的に 4分の 4拍子で記した。ときに、 4拍持たない小節も

あるが、あえて拍子記号を書き換えることをしていない。

5 . 一般的に、声のパートは器楽のパートとズレて演唱されることが多い。永田の演奏も同様

で、琵琶の音と歌詞とを正確に対応させることは難しい。また、毎回、同じ対応関係を示

すとも限らない。従って、ここで示す琵琶の拍と歌の拍との対応関係は大まかな目安に過

ぎない。

6 . 時折、声のパートに用いられるコブシはトリルの記号を用いて表す。

■奏法譜の凡例■

①タブ譜の 4本の線は、下からⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの 4本の弦を現す。楽器を正面からの映像で見

たときに、弦は左からⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳとなる。

②開放弦音を白丸で、押弦音を黒丸で示す。

③勘所（柱）は上から順にアラビア数字で 1，2，3，4，5と記す。押弦音を示す黒丸に付さ

れた数字は、この勘所を表している。

④同じ勘所を強く押し込んで音高を上げるときは「オ」を併記する。押し込みが用いられるの

は、第Ⅱ弦第 2柱と第Ⅲ弦・第Ⅳ弦の第 6柱の 2ヶ所で、いずれも音高は押し込みを用いな

い音より半音高くなる。

⑤スクイは「∨」で示す。

⑥ウチは、直前の音とスラー「　　　  　」で結ぶ。

5.おわりに

　永田が演唱する釈文の一部の五線譜と琵琶奏法譜を作成することによって、伝承する場合に

演奏法がよりいっそう分かる形で残すことを試みた。本報告書が、将来に渡っての伝承にお役

に立ち得れば望外の幸せである。最後に、採譜や譜面の清書にご協力いただいた矢崎弘二氏、

前田菜々子氏、角 美弥子氏に深謝します。

平成21（2009）年 3月

共同研究者：薦田治子（武蔵野音楽大学音楽学部教授）記



― 10 ―



― 11 ―



― 12 ―



― 13 ―



― 14 ―



― 15 ―



― 16 ―



― 17 ―



― 18 ―



― 19 ―



― 20 ―



― 21 ―



― 22 ―



― 23 ―



― 24 ―



― 25 ―



― 26 ―



― 27 ―



― 28 ―

　近年の傾向として、日本文学学科の文芸学化を反映してか、いくつもの大学に出版また編集

に関する講座が設けられるようになったが、ジャーナリズム・情報学の一環、あるいは文学史・

文化史講座の一部として扱われ、その問題の重要性にも拘わらず、現在のところ、各講師の経

験、見聞、またその視野に捉えられた限りの問題を講ずるものにすぎないのが現状といえる。

出版・編集は学問としては未開拓の領域に留まっている。編集・制作の技術をプラクティカル

に教授することはそれなりに意義のあることと考えられるが、専門学校ではない大学という場

においては、技術教育だけで十分とはいえない。それを支える理念構築（のための第一歩）へ

のアプローチが急がれる。

　とはいえ、そこにはさまざまなテーマが茫漠と想起されるばかりである。そこで、まずは「書

物は一個の芸術作品である。つまり、一個の物体にすぎないが、品性を具え、特殊な思想の刻

印を打たれた物体、また意志的な見事な秩序を目指した高貴な意図の存在を暗示する一個の物

体である」（「書物および稿本について」）というポール・ヴァレリーの言葉を手懸かりとして、

理想の書物を実在化させる編集・出版という機能を、前年度の研究成果を踏まえてさらに追求

した。

【A】本文（テクスト）について……編集

【B】本文の器としての書物について……出版

　それぞれに対しての 1）歴史的なアプローチ、 2）文化面からのアプローチ、 3）創造性の

観点によるアプローチ、を複合的に試みた。

　例として、

　 1 ）については、

・古事記など口誦（声）から写本（文字）への移行過程に「編集」はどのように機能したか

を考察した。

・グーテンべルクの聖書印刷を取り上げ、「思想の刻印」といったテキスト発生の初源的な

研究年度・期間：平成20年度

研究ディレクター：

共同研究者：

学外共同研究者：

研究補助者：

「文化の学としての出版・編集論構築のための基礎的研究（2）」

（教養課程 教授）

（文芸学科 准教授）

（岡山県立大学デザイン
学部 准教授）

（文芸学科 教授）（文芸学科 教授）（文芸学科 教授）

（文芸学科 准教授）

（専修大学文学部　准教授）

（教養課程 教授）

（文芸学科 教授）

（芸術計画学科　教授）

（札幌大学文化学部　教授）

（文芸学科 非常勤講師）

長谷川郁夫

笹谷　純雄

川上　隆志

藪 亨

山縣　　煕

豊原　正智

石塚　純一

福江　泰太

田中　敏雄

出口　逸平

瀧本　雅志

武谷なおみ 山田　兼士
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問題から【A】信頼すべきテキストの成立を目指すための「意志的な見事な秩序」として

の、校正、校閲、索引の役割までを問うことを試みた。

　 2）については、グーテンベルク以降、複製技術による書物がどのように文化を先導したか、

大量消費、マス・メディアの時代において本とは何か、を問うことを推進した。

　ここでは時代を読む力とされる編集における「企画」の意味、そのあり方が対象とされた。

　また、【B】の観点からは「高貴な意図」としてデザイン・装本の問題が浮かんでくる。ウィ

リアム・モリスとアーツ・アンド・クラフツ運動の仕事を21世紀の新たな観点から問うことを

試みた。そしてその成果の一端を、〈ウィリアム・モリスと印刷芸術の再興；草創期の「ケル

ムスコット・プレス刊本」〉展（大阪芸術大学博物館、平成21年 1月 8日～27日）において報

告した。

　 3 ）については、文芸作品成立に関わる編集のはたらきについて考察を深めた。

　テーマは多岐に亘り、とりあえずは試み、問題提起のための研究ではあるが、文芸学科のみ

ならず、他学科の関連講座担当者との連携、また学外研究員の協力を得て研究会を開催し、各

自のテーマについて報告し論議した。

　そして本年度の研究成果に関して、以下の個別研究テーマに基づいて、研究報告書を作成

した。

　 1 、山縣　　熙 ・出版・編集の原理論について

　 2 、長谷川郁夫 ・出版・編集の研究・調査

　 3 、藪　　　亨 ・ウィリアム・モリスのケルムスコット・プレスについて

　 4 、田中　敏雄 ・近世における画譜の出版・編集について

　 5 、武谷なおみ ・出版・編集とイタリア文学の関係

　 6 、山田　兼士 ・出版・編集と現代詩の関係

　7 、豊原　正智 ・出版・編集と映画の関係

　 8 、笹谷　純雄 ・出版・編集と美術書の関係

　 9 、出口　逸平 ・出版・編集と戯曲の関係

　10、石塚　純一 ・出版文化史に関する研究・調査

　11、川上　隆志 ・編集・日本文化史に関する研究・調査

　12、福江　泰太 ・編集者の視座からの書誌学研究の可能性について

　13、瀧本　雅志 ・表象文化に関する調査・研究
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　玩具映画プロジェクトは、 6年間にわたり毎年テーマを決めて活動してきた。この間、既に

消滅して「まぼろし」と思われていた無声映画フィルムを数多く発掘・復元し、玩具映画600

余本の複製原版を収集することができた（別紙に一覧表を添付）。玩具映画フィルムは、20秒

から 3分程度の短い映像だが、大正期から昭和にかけて、戦争へ突き進む時代の歴史的にも貴

重な映像資料といえる。1920～30年代の日本は、大正デモクラシーから関東大震災後の不況、

左翼的な大衆運動の高揚、そして軍事統制の時代へとめまぐるしく変わる激動の時代だった。

当時「活動写真」と呼ばれた映画は、政治・経済・文化と密接につながりながら、日本のモダ

ニズム時代の一翼を担ってきた。玩具映画フィルムは、その「落とし子」的な存在で、時代を

証言する資料的価値は大きい。

　玩具映画の他にも、日本で現存最古と思われる95年前のフィルム「祇園の山鉾」（1913年）

や、美空ひばりの「青空天使」（1950年、斎藤寅次郎監督）、円谷英二初の特撮監督作品「海軍

爆撃隊」（1940年、木村荘十二監督）などは、すべて消滅したと思われていた映画であり、そ

の発掘に貢献しただけでなく、復元に協力し、京都映画祭などで完成披露上映を行った。日活

映画「特急三百哩」（1928年、三枝源次郎監督）は、世界的に評価の高いイタリアのポルデノ

ーネ無声映画祭（Le Giornate del Cinema Muto 2005）で特別招待作品として上映され、一昨

年の国際フィルム・アーカイブ連盟（FIAF）東京会議2007では、特別に「玩具映画プロジェ

クト」を紹介する機会も与えられた。これらの活動を契機に、新聞やテレビなどのマスコミに

も幾度となく採り上げられることになった。映画復元という地道な作業が社会的に徐々に認知

され、日本映画史の発掘と復元、保存の意義を訴える上で、本プロジェクトが貢献できたこと

は、この研究活動の最も誇れる成果であったと自負している。

　今年度は、収集した国策映画を中心に「映画保存と活用」をテーマとした。「明治天皇御大

研究年度・期間：平成20年度

玩具映画および映画復元・調査・研究プロジェクト（玩具映画プロジェクト）6

映画保存と活用に関して 3（国策映画を中心に）

研究ディレクター：

共同研究者：

学外共同研究者：

（音楽教育学科 教授）

（4IMAGICAウエストフイルム
   事業部  常務取締役・部長）

（映像学科 教授）

（大阪大学文学部 教授）

（芸術計画学科 准教授）

（プラネット映画資料図書館：
  神戸映画資料館代表）

（ロチェスター大学
Japanese & Film 准教授）

（芸術計画学科 教授）

（音楽学科 准教授）

（映像学科 客員教授）

（京都府京都文化博物館
学芸課 主任学芸員）

（映像学科 教授）

（映像学科 教授）

（キャラクター造形学科 教授）

（芸術計画学科 非常勤講師）

（NPO法人映画保存協会）

豊原　正智

志村　　哲

宮島　正弘

森脇　清隆

太田　米男

中島　貞夫

遠藤　賢治

松本　夏樹

石原　香絵

坂本　曠一

藤岡　幹嗣

須佐見 成

犬伏　雅一

安井　喜雄

ジョアン・R・バナディ

吉川　幸夫

上倉　庸敬
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葬」（17.5mm）、「乃木将軍の葬儀」（同）、「関東大震災翌日の記録」（35mm）、「大正天皇御大

葬」（同）、「昭和天皇御大典」（同）、「大礼特別観艦式」（同）、「関東軍ハルピン入城」（同）、「満

州事変」（同）、「支那事変」（同）、「上海事変」（同）など、戦争に向かう激動の昭和史を映像で

検証することが出来るようになった。貴重な映像も多く、随時公開していきたいと考えている。

　当プロジェクトの柱である玩具映画フィルムの復元に関しては、これまで未発掘だった尾上

松之助の「燃える渦巻」（1925年、池田富保監督作品）など多くの映画を復元すると共に、念

願のホームページ（http://toyfilm.jp）を立ち上げ、また大阪芸術大学テレビ（OUA－TV）を

通じて動画配信することになった。これらは研究成果の発表と共に、他の研究者への資料提供

という形で生かされることを期待している。収集作品の中には不詳作品が多く、作品の題名や

内容の情報を共有する事ともなると考えている。

　 3 年目になる「映画の復元と保存に関するワークショップ」は、IMAGICAウエスト（国内

唯一の復元専用ラボ）、京都府京都文化博物館、大阪のプラネット映画資料図書館（フィルム・

アーカイブ）と本学のプロジェクトが主体となり、東京国立近代美術館フィルムセンターや

NPO法人映画保存協会、フィルム会社、映画関連団体の協力を得て、産官学が一体となって開

催している。この活動は、映画復元の専門的な人材育成の場であると同時に、情報交換の重要

な機会となっている。本年度（ 8月30日～ 9月 1 日、 6日実施）は、初心者コースと応用コー

ス（参加経験者）の 2コースを設け、パテ・ベビー（9.5mm）フィルムの復元を研修テーマに

して、尾上松之助映画出演1000本記念映画「荒木又右衛門」の復元を行った。活動は毎日新

聞「なにわアカデミー」（ 6月24日付朝刊）、読売新聞全国版（11月 14日付夕刊一面トップ）

で掲載され、「日本映画の復元と保存」が如何に緊急で重要な課題であるかをアピールするこ

とができた。

　このプロジェクトの期間中は、映画フィルムの発掘と復元に奔走してきた。この間にも経年

劣化で消滅する作品も多く、10年前に活動をスタートしていればと悔やまれる。ここ数年間が

ナイトレート・フィルムの玩具映画にとっては限界ではないかと考えている。そういう意味で

も、本プロジェクトは今回で一旦終了するが、今後も活動を継続する使命があると思っている。

　新たな取り組みについては、芸術系大学としての本学の利点を生かした無声映画の生伴奏や

活弁での上映会を実施したい。コレクションの中には、アメリカ動画「南京街（T h e

Chinatown）」があり、そのオリジナル楽譜も見つかっている。興味を持つ学生も現われ、音

楽伴奏付きの発表の機会を持ちたいと考えている。また、映写機などの資料収集も進めてきた

結果、歴史的な玩具映写機や初期の16mm、9.5mm映写機も集まった。本学博物館と連携して

機材展示会も催したい。さらに、ホームページを充実させ、大阪芸術大学テレビとも連携を深

めながら、収集映像や資料類をネット上で随時公開する。本プロジェクトが収集した貴重な映

像資料を学内外の、また、他分野の研究者にも活用してもらえるよう、今後も映像検索や公開

の最良の方法を模索して行きたいと考えている。

　末筆になりましたが、ご支援を賜りましたことに対し、心より御礼申し上げます。
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　ライカに関わる研究テーマを総括した形で表現するとすれば、「ライカの登場が何を引き起こ

したのか」をあらゆる角度から解明することである。この「あらゆる角度」のうち、今年度集

中的に考察したのは、ライカと撮影者の身体、ならびに、日本におけるライカの受容である。

　後者のテーマについて様々な位相が考えられるが、1920年代のカメラに関わる言説がライカ

の登場によってどのように変質するかを追求した。このようなテーマの絞り込みに至ったのは、

中川コレクションの文献部分の状況によるので、まず、初年度来整理してきた中川コレクショ

ンの文献的部分について整理結果を簡潔に報告しておく。

　中川コレクションの文献部分は、和書に関していうと、①カメラ雑誌、②写真集、③カメラ

の一般的な技術的な問題に関わる文献、④ライカに関わる文献からなる。カメラ雑誌は、アサ

ヒカメラなどのバックナンバーであるが、特に戦前に遡って収集されているといった網羅的な

ものでもない。写真集は、ライカを用いて撮影したアンリ・カルチェ＝ブレッソン、木村伊兵

衛の写真集などが充実しているものの、これも徹底して収集されているわけではなく、交友関

係を反映してのコレクションである。③の技術文献は、カメラの使い方、機構などであるが、

戦前のライカ到来時における文献も含まれているので、自動的に④のライカに関わる文献に分

類することもできる。さて④であるが、これは、中川氏自身がライツ社のさまざまなデータと

ライカ本体に関する造詣の深化を自ら活字にしたもの、また、書籍にしたものである。一方、

洋書について大要を述べると、和書でいう①のカメラ雑誌は皆無であり、雑誌形式の資料は、

ライカに関わるライツ社が発刊している技術データをコアとする定期発行文献である。このコ

レクションは戦前について抜けはあるものの相当完備した形のもので、戦後についてはほぼ完

全にそろっている。言語は、英語、ドイツ語である。写真集は、カルチェ＝ブレッソンが中心

で、ドイツ語では、名取洋之助の写真集以外は、ライカによる撮影指南書系統のものが何冊か

あり、この系列の本命とも言うべきパウル・ヴォルフ博士の書籍がほぼ網羅されているし、英

語の類書も確認される。カメラの技術的問題、ライカに直接的に関わる文献は、すでに述べた

ライツ社の定期刊行物である技術情報誌に加えて、多数のライカカタログがある。これらの貴

研究年度・期間：平成20年度

研究ディレクター：

共同研究者：

学外共同研究者：

ライカと写真行為の革新―写真の可能性について

（芸術計画学科 教授）

（写真学科 非常勤講師）

（写真学科 教授）

（ 写 真 家 ）

（文芸学科 教授）

（写真学科 教授）

（九州産業大学芸術学部
 写真学科　教授）

（写真学科 准教授）
師岡　清高

北尾　順三

山縣　　煕

織作　峰子

平木　　収

犬伏　雅一

立花　常雄

森川　　潔
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重なライツ社の定期刊行物については、目次の部分から全体像が見渡せるように、デジタル化

を行った。文献全体についてはライカ技術資料が膨大であり、なおエクセルによって整理進行

中である。

　以上の整理報告からも見えてくるわけであるが、中川コレクションは、ライカ受容そのもの

をテーマとして行われたものでもないし、ましてやライカと身体の問題系を追求するために行

われたものでもない。その本質は、ライカ受容の一つの在り方のきわめて貴重な事例といえる。

ここから、日本におけるライカ受容という問題を考える上で、（ライカメカニズムに対するフェ

ティシズムのドキュメントという意味も含めて）特筆すべきドキュメントである。ただし、中

川氏の受容の在りようは、中川氏を取り囲んでいたあるいは、中川氏以前のライカ受容者たち

を取り囲んでいたカメラ受容の在り方、あるいはカメラを使う写真行為の在り方を視野に入れ

た写真にかかわる言説空間全体を分析することによってはじめて解明できるものであり、ここ

で、研究上いわば非ライカ写真言説、さらにライカに先行する時代の写真言説への目配りが不

可欠となってくる。この方面を掘削するための資料は中川コレクションには欠けているので、

報告者が私的に収集してきたライカ以前の写真文献の言説と比較検討を行う形でライカ受容の

実相の一端を解明しようとした。その線上に、中川氏を一典型とするライカ受容の意味を見極

め、それを梃子に、欧米における同一の問題系へと考察を展開する。この際、機械ないし近代

技術に対するフェティシズムというより包括的な問題圏を避けて通ることはできない。また、

日本におけるライカ受容について写真映像をめぐる美学的・感性的問題を芸術写真から新興写

真への展開軸にそって検討することが当然のごとく想定され必要であるわけだが、アマチュア

的ライカ受容の位相が看過されてきているので、カルチュラル・スタディーズ的なアプローチ

でこの欠落を埋める必要が明白になった。

　次にライカと撮影者の身体に関わる問題は、カメラと身体というより大きな研究枠の部分を

構成する。「カメラと身体」というテーマが従来喚起してきたものは、写真映像内における身

体表象の多面的な考察であった。撮影者が被写体である身体についてどのような表象を形成す

るかは、当然撮影者の身体と密接に関わるわけであるが、後者の問題圏を棚上げにしてもっぱ

ら写真映像内の身体を自立的なものとして議論が展開されてきた。もちろん、そうした議論も

当初から眼差しの問題を含みこんでおり、その意味では撮影者の身体も広義には議論の射程に

入っていたわけだが、表象論的な視座の登場によって、この問題圏がいわば可視化され、議論

は量的には拡大したし、写真映像内の身体もさまざまにその自立性を相対化されて、撮影者、

「観客」の円環的場を議論の土台に据えることによって質的にも一定の深化を達成したといえ

る。ただ、そうした中にあって、やはりカメラの存在そのものがいわば透明化されたままの議

論に終始してきているといえる。これは、玄と論的転回前の言語に関わる議論とパラレルとも

いえる。
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　一方、カメラ・オブスクーラ以来の機械としてのカメラ本体、ならびにカメラの撮影を整え

る技術的環境が写真映像におよぼす影響についての考察も幅広く展開されてきた。しかし、表

象論的考察も、技術論的考察も、前者についてはいささか簡略化の誹りを免れないかもしれな

いが、基本的には暗に心身二元論を前提として作動させこの枠組みを脱することができず、し

かも生理学的機械論の延長で、補欠するものとしてカメラ機械を位置づけて考察を進めている

ため、議論が空転してきているように思えてならない。中川コレクションをコアとする本ライ

カ研究プロジェクトが起動した初年度に報告者が本学の平成18年度紀要『藝術』30号での「決

定的瞬間というポエティクス」と題した小論の中で示したように、言及した心身二元論的枠組

みを踏襲しつつ、カメラと撮影者の関わりをライカ型カメラを含めて考察したが、ライカ登場

による撮影者にとってのカメラのいわば非透明性の浮上、換言すると身体との密接する関わり

の顕在化は、いやでも心身二元論的議論枠の限界点を露呈させた。この限界点の一層の明確化

は、本年一月下旬に行われた本プロジェクトの公開中間報告会において、カメラのファインダ

ーをめぐる撮影者と世界の切り取り方に関わる共同研究者森川潔氏の発表によってさらに一歩

推し進められている。この方面の議論は、レンズの問題圏を巻き込んで一層精緻化されること

は間違いない。本プロジェクトの文献パート、あるいは理論パートとしては、断固として身体

補欠的なカメラの議論を離脱する必要がある。それは、眼の生理学的研究の進展、アフォーダ

ンスをめぐる認知論的研究の進展をいわば哲学的身体論に接合して、暗に前提されている心身

二元論的カメラ論を超克する議論の地平に展開するというチャレンジングな課題に挑むことで

ある。

　このような問題意識の進展の下で、本年度は昨年度に引き続いて、身体論をめぐる既存の議

論の徹底した読解に取り組んだ。認知論的身体論から社会学的身体論へ展開し、行為論的次元

では芸能論的身体へと解析を進め、最終年度に哲学的身体論に進む。また、ライカ受容の個所

で言及しておいたが、技術論という大きな枠組みの中での考察も不可欠である。とりわけハイ

デガーの技術論と如何に相渉るのか、を念頭においてカメラ機械の意味を追求したい。このよ

うなプログラムの帰結をもって、最終年にライカの意義を一定程度包括的に明示できればと考

える。
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　第二次大戦後の飢えと混乱の時代には、「カストリ雑誌」と称された大衆娯楽雑誌が、出版

の自由に乗じて巷に約千種類も出現し、大衆文化の新しい領域を開いている。これらの雑誌の

特徴のひとつは、直接に性風俗を取り扱っているところにあり、著名なそしてまた後によく知

られることになる文芸作家や挿絵画家も性風俗をモチーフにした本文や挿絵・漫画をしばしば

掲載している。本研究は、こうした「カストリ雑誌」を、文芸、美術、デザイン、工芸、建

築、映画、音楽などの多角的な視座から個別的に、また社会文化史的に調査研究するとともに、

その芸術文化史的な意味を理論・批評・歴史等の視点から総合的に考察することを目的とする。

また本共同研究は、本学大学院・芸術研究科・カリキュラムに〈プロジェクト研究〉研究課題

として組み込まれ、教員・院生が一体となって研究するという新しい教育研究方法の試みであ

ると共に、研究の経過ならびに成果を同時に学内外に向けて積極的に情報発信するものである。

　そのために教員（10名）と大学院生（修士課程10名、博士課程 5名）からなるプロジェク

トチームが組織され、毎週金曜日 5時限に研究会（研究テーマ別研究会と全体研究会）が開か

れた。そして、次の三つの見地からカストリ雑誌の調査・研究を進めた。

　 1）、週刊読物誌、風俗誌などにおける「カストリ雑誌」の在り様や、文芸誌、一般文化誌

などと「カストリ雑誌」との関係を調査研究し、さらにはこれらに掲載された文芸作品や挿絵

を調査研究し、占領下における芸術家たちの活動を考察した。

　 2）、音楽・舞踏・演劇・映画に関する雑誌群における「カストリ雑誌」の在り様について

調査研究し、占領期の大衆文化の実相について考察を深めた。

　 3）、美術・工芸・建築・写真・デザインに関する専門雑誌群と「カストリ雑誌」との関係

を調査研究し、占領期の美術とデザインの動向について考察を深めた。

　その際に上記いずれの場合にも、米国メリーランド大学所蔵「プランゲ文庫雑誌コレクショ

ン」マイクロ・フィッシュ版の「一般誌部門、芸術・言語・文学部門、小冊子分類70番」（本

学図書館所蔵）と、初年度から 3年度にかけて購入したカストリ雑誌関係書誌（20冊）、カス

トリ雑誌（949冊）、その周辺雑誌を含むカストリ雑誌（492冊）の調査・研究を深めた。さら

に、カストリ雑誌（「宝石」381冊）と関連資料を調査し購入するとともに、米国メリーランド

大学所蔵 「プランゲ文庫新聞コレクション」 マクロフィルム版の「芸術・娯楽・スポーツ部

終戦直後の〈カストリ雑誌〉の総合的研究
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門」および「文芸部門」から総計35リールを選択・購入し、「カストリ雑誌」研究のデーター・

ベースの構築をさらに推進した。そしてその成果の一端を、大阪芸術大学図書館所蔵品展・終

戦直後の大衆娯楽雑誌「カストリ雑誌の挿絵─『ロマンス』と『りべらる』」（平成20年 9 月

5 日－10月 4 日）において報告した。

　さらには本年度の研究成果に関して、以下の研究グループ課題に基づいて、研究報告書を作

成した。

　（ 1）山縣グループ 1、戦後民主主義とカストリ雑誌

2、カストリ雑誌に見られる性表現の諸相

3、戦時文化と戦後文化

4、カストリ雑誌の社会文化史的位置

　（ 2）長谷川グループ 1、カストリ雑誌と出版・編集

　（ 3）藪グループ 1、カストリ雑誌におけるタイポグラフィック・デザインの変容

2、カストリ雑誌の表紙デザイン

3、カストリ雑誌の書誌一覧

　（ 4）田中グループ 1、カストリ雑誌の挿絵

2、カストリ雑誌における外国文化の受容

　（ 5）松井グループ 1、現代版カストリ雑誌の制作

2、カストリ雑誌とファッション

　（ 6）相羽グループ 1、カストリ雑誌と笑い

　（ 7）井関グループ 1、カストリ雑誌における広告とその表現法

　（ 8）豊原グループ 1、カストリ雑誌における映画・写真

　（ 9）出口グループ 1、カストリ雑誌における演劇

　（10）月溪グループ 1、音楽関係の問題


